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５ 工 房 の 作 品 が 一 堂 に

大 正 時 代 の 大 内 人 形
　
山 口 市 内 で 大 内 人 形 や

大 内 塗 漆 器 な ど を 制 作 して い る 桑 原 大 内 塗 、 谷 口漆 香 堂 、 中 村 民 芸 社 、 大内 塗 工 房 ふ る や 、 木 地 師か ね こ 、 五 つ の 工 房 の 作品 が 一 堂 に 並 ぶ 大 内 塗 展「 木 の 温 も り と 朱 の 極み 」 が 、 山 口 ふ る さ と 伝承 総 合 セ ン タ ー （ 山 口 市下 竪 小 路 ） で 、

3 1日
　

（ 日 ）  ま で 開 催 さ れ て いる 。  「 伝 統 工 芸 の 保 全 ・維 持 の 支 援 や 、 全 国 に 向け た 発 信 、 新 し い も の づく り の 応 援 」 を 目 的 に 同セ ン タ ー が 展 開 し て い る

「 マ ン ス リ ー 企 画 」 の 一つ で 、 観 覧 無 料 。 会 場 には 大 内 塗 人 形 や 大 内 塗 漆器 、 大 内 人 形 の 土 台 と なる 木 地 な ど 、 大 正 時 代 から 現 代 ま で の 作 品 約

3 0点

が ズ ラ リ と 並 ぶ 。　
さ ら に 館 内 は 今 、  「 大

内 人 形 願 い 事 七 夕 」  「 大内 の お 殿 さ ま 和 歌 七 夕 」「 ほ た る も ん 七 夕 」  「 山 口ち ょ う ち ん 七 夕 」 な ど と名 付 け ら れ た 七 夕 飾 り で彩 ら れ て い る 。 東 山 保 育園 の 園 児 ら の 願 い 事 や 、大 内 氏 歴 代 当 主 の 和 歌 など が 短 冊 に 書 か れ て いる 。 そ し て 、 ８ 月 ７ 日（ 日 ）  ま で の 期 間 中 、 大 内人 形 の イ ラ ス ト が 貼 ら れた 短 冊 に 、 誰 で も 自 由 に願 い 事 を 書 い て 飾 る こ とが で き る 。 希 望 者 に は 、短 冊 付 き の ミ ニ 笹 が 無 料で 配 布 さ れ る 。

　
期 間 中 は 休 館 日 な し

で 、 開 館 時 間 は 午 前 ９ 時か ら 午 後 ５ 時 。　
大 内 塗 展 の 関 連 イ ベ ン

ト と し て 、 大 内 塗 作 家 や木 地 職 人 な ど か ら 直 接 手ほ ど き を 受 け ら れ る ワ ーク シ ョ ッ プ も ３ 講 座 開 かれ る 。 そ れ ぞ れ 体 験 料 は９ ０ ０ 円 で 、 定 員 に な り次 第 受 け 付 け 終 了 。 ワ ーク シ ョ ッ プ 名 ・ 講 師 ・ 開催 日 時 ・ 定 員 は 次 の 通り 。　
「 大 内 人 形 を 作 ろ う 」

中 村 建 、 中 村 理 恵 ・

1 6日

（ 土 ）  午 後 ３ 時 ・ ８ 人 ▽「 木 の オ ブ ジ ェ を 作 ろう 」

金 子 祐 樹 ・

2 3日
　

（ 土 ）  午 前

1 0時 、 午 後 １

時 、 ３ 時 か ら の ３ 回 ・ 各８ 人 ▽

「 大 内 塗 の 小 物 を

作 ろ う 」

谷 口 （ ２ 面 へ ）

「 大 内 塗 展 」 ふ る さ と 伝 承 総 合 セ ン タ ー で
山 口 市 内 ５ 工 房 の 作 品 が 展 示

～

3 1日

体 験 イ ベ  ン ト も



2 0 2 2 年 （ 令 和 ４ 年 ） ７ 月 １ ３ 日 ㈬ 　 ２ サ ン デ ー 山 口

1 9 7 9  年 ６ 月 萩 市 生 ま れ 、 山 口 市 宮 野 在 住
の 4 3  歳 。 白 石 小 ・ 中 、 山 口 高 、 山 口 大 卒
業 後 、 大 阪 の 番 組 制 作 会 社 に 入 社 し 、 主
に バ ラ エ テ ィ ー 番 組 の デ ィ レ ク タ ー を 担
当 。 2 0 0 9  年 に 帰 山 し 、 山 口 ケ ー ブ ル ビ ジ
ョ ン に 入 社 。 デ ィ レ ク タ ー を 務 め る 。

7 6 9

　
山 口 ケ ー ブ ル ビ ジ ョ ン

で 担 当 す る 番 組 「 に ん げん の Ｇ Ｏ ！ 」 で 昨 年 放 送し た 「 隧 道 あ る は ず で しょ う 」 が 、 日 本 ケ ー ブ ルテ レ ビ 連 盟 中 国 支 部 主 催の 「 第

1 2回 番 組 ア ワ ー

ド 」 レ ギ ュ ラ ー 部 門 で 第１ 位 「 Ｎ Ｈ Ｋ 広 島 放 送 局長 賞 」 を 受 賞 し た 。 中 国地 方 の 加 盟

4 1局 を 対 象

に 、 企 画 ・ レ ギ ュ ラ ー ・Ｃ Ｍ の ３ 部 門 の 優 秀 作 品が 選 ば れ る 表 彰 で 、 今 年度 は

5 0作 品 の 応 募 が あ っ

た 。

　 「 ″ 日 の 当 た ら な い 〞″ 縁 の 下 の 力 持 ち 〞 と いっ た 地 元 の 人 や 物 を 紹 介す る 番 組 な の で 、 評 価 され て 嬉 し い 」 と 話 す 。 受賞 番 組 は 、 Ｊ Ｒ 山 口 線 を開 通 さ せ る た め 、

 約 １ ０

０ 年 前 に 建 設 さ れ た 拱

き ょ う き ょ う

橋

（ ト ン ネ ル ） の 紹 介 。  「 下見 も 台 本 も な い 」 出 演 者の 言 葉 が リ ア ル さ を 伝 えて い る 。　 「 あ す

1 4日 と

1 5日 に 再

放 送 す る の で 、 見 て も らえ れ ば 」 と 視 聴 を 呼 び かけ る 。

松 まつ

田
だ

　
大 だい

輔 すけ

さ ん

「 番 組 ア ワ ー ド 」 で 第 １ 位

　

山 口 ケ ー ブ ル デ ィ レ ク タ ー

ぶ ど う の 木 代 表　 　 　 　 　 　 　

中 村

　
佳 恵

　
ク ラ ム さ ん の レ ス ト ラ ン

は い つ も お 客 さ ん で い っ ぱい 。 誰 も が 「 ク ラ ム さ ん の料 理 は ナ ン バ ー ワ ン 」 と 思っ て い ま し た 。　
と こ ろ が あ る 日 、 こ だ わ

り や の 紳 士 、 ホ ー ス フ ェ ザー ズ 氏 が や っ て き ま し た 。注 文 し た の は ポ テ ト だ け 。ク ラ ム さ ん は く し 切 り に した ポ テ ト を 下 ゆ で し 、 た っぷ り の ラ ー ド で 揚 げ て 塩 をふ り 、 ほ く ほ く の ポ テ ト 料理 を 作 り ま し た 。 が 、 ホ ース フ ェ ザ ー ズ 氏 は 「 ぶ あ つす ぎ る 。 味 が う す い 」 と お皿 を つ き 返 し て き ま し た 。　
そ ん な や り と り を 二 度 三

度 く り 返 し 、 と う と う ク ラム さ ん は 、 向 こ う が す け て

け て 出 し ま し た 。　
い た ず ら 心 で 作 っ た 料 理

で し た が 、 意 外 に も ホ ー スフ ェ ザ ー ズ 氏 は 大 満 足 。 料理 の う わ さ は た ち ま ち 広 がり 、 多 く の 人 が 新 メ ニ ュ ーを 食 べ に や っ て き ま し た 。　

1 9世 紀 中 頃 の 実 話 を も と

に 作 ら れ た 作 品 で 、 巻 末 には ク ラ ム さ ん の 写 真 も 添 えら れ て い ま す 。　
食 べ る 側 と 料 理 す る 側 の

こ だ わ り が 一 つ に な っ て 生ま れ た 、 ゆ か い な 「 ポ テ トチ ッ プ ス 誕 生 物 語 」 で す 。 見 え る ほ ど 薄 く ス ラ イ ス した ポ テ ト を か り か り に な るま で 揚 げ 、 塩 を た っ ぷ り か

Ｂ Ｌ 出 版
文 ： ア ン ・ ル ノ ー
絵 ： フ ェ リ シ タ ・ サ ラ
訳 ： 千 葉 　 茂 樹

せ か い で さ い し
ょ の ポ テ ト チ ッ
プ ス

2 3 1

前 回 （ 2 0 1 9 年 ） の 様 子

特 撮 ・ ア ニ メ の 膨 大 な 資 料 が 展 示

開 会 式 で の テ ー プ カ ッ ト の 様 子

（ １ 面 よ り ） 幡 平 ・

3 0日

（ 土 ）  午 前

1 0時 、 午 後 １

時 、 ３ 時 か ら の ３ 回 ・ 各８ 人 。　
そ の ほ か に も 「 夏 休 み

も の づ く り 体 験 」 の 一 つで 、

3 1日
　

（ 日 ）  に 開 か れ る

「 シ ル ク ス ク リ ー ン 版
画 」 の 参 加 者 も 募 集 さ れて い る 。 好 き な 切 り 絵 の版 を 作 り 、 染 料 を 使 っ て布 に プ リ ン ト し 、 オ リ ジナ ル の １ 枚 を 制 作 す る こと が で き る 。 時 間 は 午 前

1 0時 と 午 後 １ 時 か ら の ２
回 で 、 材 料 費 は １ ２ ０ ０円 。 定 員 は 各 回

1 5人 で 、

1 6日
　

（ 土 ）  が 申 し 込 み 締 め

切 り 。 応 募 者 多 数 の 場 合は 抽 選 と な る 。　
い ず れ の 体 験 も 、 未 就

学 児 （ 要 保 護 者 同 伴 ） から 大 人 ま で 参 加 で き る 。希 望 者 は 同 セ ン タ ー （

☎

０ ８ ３

－

９ ２ ８

－

３ ３ ３

３ ） へ 電 話 で 申 し 込 む こと 。

「 庵 野 秀 明 展 」 山 口 県 立 美 術 館 で 開 幕
庵 野 さ ん の 地 元 で 「 過 去 」「 現 在 」「 未 来 」 を 辿 る～ ９ 月 ４ 日

　
宇 部 市 出 身 の 映 像 作 家 、 庵 野 秀 明 さ ん の こ れ ま で の 軌 跡 を 振 り 返 る

「 庵 野 秀 明 展 」 が 、 ８ 日 に 山 口 県 立 美 術 館 （ 山 口 市 亀 山 町 ３ ） で 始 ま った 。 東 京 、 大 分 、 大 阪 に 次 ぐ 開 催 だ が 、 宇 部 市 に 関 係 す る 内 容 も 加 わ った 、 地 元 な ら で は の 特 別 な 展 示 と な っ て い る 。 ９ 月 ４ 日  （ 日 ）  ま で 。

　
庵 野 さ ん は 、 社 会 現 象

を 巻 き 起 こ し た 「 新 世 紀エ ヴ ァ ン ゲ リ オ ン 」 シ リー ズ 、 昨 年 公 開 の 「 シン ・ エ ヴ ァ ン ゲ リ オ ン 劇場 版 」 な ど 「 新 劇 場 版 」シ リ ー ズ 全 ４ 部 作 、 脚本 ・ 総 監 督 を 務 め た 「 シン ・ ゴ ジ ラ 」  、 現 在 も 公開 中 の 企 画 ・ 脚 本 を 務 め

た 「 シ ン ・ ウ ル ト ラ マン 」 な ど 、 ア ニ メ ・ 実 写を 問 わ ず 、 こ れ ま で 多 くの 話 題 作 、 ヒ ッ ト 作 を 世に 送 り 出 し て き た 。 本 展は 、 彼 の 「 過 去 」  「 現在 」  「 未 来 」 を 辿 る 展 示と な っ て お り 、 １ ５ ０ ０点 を 超 え る 資 料 が 並 ぶ 。　
「 原 点 、 あ る い は 呪

縛 」 と 題 さ れ た 最初 の コ ー ナ ー で はま ず 、 宇 部 市 で 過ご し た 時 期 に 影 響を 受 け た 「 ウ ル トラ マ ン 」  「 仮 面 ライ ダ ー 」  「 宇 宙 戦艦 ヤ マ ト 」 等 、 さま ざ ま な 特 撮 ・ アニ メ の 膨 大 な 資 料が 展 示 。 実 際 に 撮影 に 使 用 さ れ た 着

ぐ る み や 「 ジ ェ ッ ト ビ ート ル 」  「 ウ ル ト ラ ホ ー ク
1号 」 な ど の 小 道 具 、 ア

ニ メ の 原 画 ・ 動 画 、 当 時の 書 籍 や ポ ス タ ー な ど がズ ラ リ と 並 ぶ 。 さ ら に 、縦 ３ ㍍ × 横

1 5㍍ の 巨 大 ス

ク リ ー ン に は 、 庵 野 さ んが 敬 愛 す る 映 像 作 品 が 次々 に 映 し 出 さ れ る 。　
続 く コ ー ナ ー で は 、 宇

部 高 や 大 阪 芸 大 在 学 中 に自 主 制 作 し た 映 像 や そ の資 料 を 見 る こ と が で きる 。  「 ナ カ ム ラ イ ダ ー 」
「 ウ ル ト ラ マ ン 」  「 Ｄ Ａ Ｉ

Ｃ Ｏ Ｎ Ｆ Ｉ Ｌ Ｍ 版

 

帰 っ

て き た ウ ル ト ラ マ ン 」 など の 実 写 映 像 や 撮 影 に 使用 さ れ た 小 物 、 後 に プ ロと な る 面 々 と と も に 制 作し た 「 Ｄ Ａ Ｉ Ｃ Ｏ Ｎ ３ オー プ ニ ン グ ア ニ メ 」  「 ＤＡ Ｉ Ｃ Ｏ Ｎ ４ オ ー プ ニ ング ア ニ メ 」 な ど の 映 像 や画 コ ン テ ・ 原 画 な ど 。　
そ し て 、 ア ニ メ ー タ ー

と し て 参 加 し た 「 風 の 谷の ナ ウ シ カ 」  「 超 時 空 要塞 マ ク ロ ス 」  、 監 督 や プロ デ ュ ー サ ー を 務 め た「 ト ッ プ を ね ら え ！ 」  「 ふし ぎ の 海 の ナ デ ィ ア 」

「 新 世 紀 エ ヴ ァ ン ゲ リ オン 」  「  （ 実 写 版 ） キ ュ ー ティ ー ハ ニ ー 」  「 シ ン ・ ゴジ ラ 」 な ど も さ ま ざ ま な資 料 と と も に 紹 介 。 庵 野さ ん 自 身 が 脚 本 も 手 がけ 、 ほ ぼ 宇 部 市 で 撮 影 され た 映 画 「 式 日 」  （ ２ ００ ０ 年 ） の ロ ケ ハ ン 写 真も 展 示 さ れ て い る 。　
「 エ ヴ ァ ン ゲ リ オ ン 新

劇 場 版 」 ４ 部 作 を 紹 介 する コ ー ナ ー で は 、 完 結 編に お け る 重 要 な 舞 台 「 第３ 村 」 の 大 き な ミ ニ チ ュア セ ッ ト が 存 在 感 を 放つ 。 こ の ミ ニ チ ュ ア を 使用 し て 、 さ ま ざ ま な ア ング ル が 試 行 錯 誤 さ れ た 。こ こ で は 、 同 作 に 登 場 した 県 内 の 風 景 も 紹 介 さ れて い る 。　
さ ら に 「 シ ン ・ ウ ル ト

ラ マ ン 」 と 制 作 中 の 「 シン ・ 仮 面 ラ イ ダ ー 」 の 資料 や 、 彼 が 立 ち 上 げ た ＡＴ Ａ Ｃ （ 特 定 非 営 利 活 動法 人 ア ニ メ 特 撮 ア ー カ イブ 機 構 ） に つ い て も 紹 介さ れ て い る 。　
観 覧 料 は 、 一 般 １ ７ ０

０ 円 （ 前 売 １ ５ ０ ０円 ）  、

7 0歳 以 上 ・ 学 生 １

５ ０ ０ 円 （ 同 １ ３ ０ ０円 ） で 、

1 8歳 以 下 は 無

料 。 入 場 す る に は 、 セ ブン イ レ ブ ン で の 日 時 事 前予 約 が 必 要 だ 。 問 い 合 わ

せ は 同 館 （

☎
０ ８

３

－

９ ２ ５

－

７ ７

８ ８ ） へ 。　
ま た 、 山 口 市 中

心 商 店 街 や 湯 田 温泉 街 で は 、 市 外 ・県 外 か ら 同 展 に 訪れ る 人 を 歓 迎 し よう と 、 バ ナ ー フ ラッ グ が 掲 げ ら れ てい る 。 さ ら に 、 Ｊ

相 続 ト ラ ブ  ル を 未 然 に 防 ご う
「 相 続 手 続 き と 遺 言 書 」  セ ミ ナ ー

２ １ 日

　
赤 十 字 終 活 セ ミ ナ ー

「 相 続 手 続 き と 遺 言 書
作 成 の 基 本 」 が 、

2 1日

（ 木 ）  午 後 ２ 時 半 か ら ４
時 ま で 、 Ｋ Ｋ Ｒ 山 口 あ

さ く ら （ 山 口 市 神 田 町２ ） で 開 か れ る 。　 「 相 続 ト ラ ブ ル を 未 然に 防 ぐ た め に 、 相 続 ・ 遺言 に つ い て 知 る 機 会 に な

れ ば 」 と 日 本赤 十 字 社 山 口県 支 部 が 主 催す る も の で 、３ 年 ぶ り の 開催 と な る 。　
コ ロ ナ 禍 以

前 の 開 催 時 には 参 加 者 か ら「 い ざ と な った ら 相 談 す る

先 が わ か っ て 安 心 し た 」
「 悩 み が 解 消 さ れ た 」 な

ど の 感 想 が 寄 せ ら れ て いた 。　
内 容 は 「 相 続 手 続 き の

大 ま か な 流 れ 」  「 遺 言 書を 作 成 す る 際 の ポ イ ント 」 で 、 講 師 を 務 め る のは 、 な ん ば 司 法 書 士 法 律事 務 所 の 難 波 慎 一 郎 さん 。 難 波 さ ん は 、 相 続 、遺 言 、 不 動 産 の 名 義 変 更な ど の 手 続 き に 関 し て
「 具 体 的 に 何 を ど う す れ

ば よ い か 」 と い う 視 点 から 、 相 談 者 の 状 況 に 応 じ

た ア ド バ イ ス や サ ポ ート を し て お り 、  「 身 近な 暮 ら し の 中 の 法 律家 」 と し て 、 様 々 な 相談 業 務 に

1 5年 以 上 取 り

組 ん で い る 。　
聴 講 は 無 料 だ が 、 事

前 申 し 込 み が 必 要 だ 。定 員 は 先 着

4 0人 。 参 加

者 に は 、 相 続 手 続 き や遺 言 書 作 成 方 法 に つ いて の 小 冊 子 が も ら え る特 典 も あ る 。　 「 ど の 世 代 に と っ ても 興 味 深 い 内 容 な ので 、 お 気 軽 に ご 参 加を 」 と 、 主 催 の 同 支 部
（
☎
０ ８ ３

－

９ ２ ２

－

０ １ ０ ２ ） は 呼 び か けて い る 。

希 望 者 は 住 所 、 氏 名 、 年 齢 、 電 話 番

号 、 「 身 近 で あ っ た 楽 し い 出 来 事 ・ 話

題 」 （ 匿 名 で の 紙 面 紹 介 あ り ） を 明 記

し 、 は が き か メ ー ル （ あ て 先 は 題 字 横

参 照 ） で サ ン デ ー 山 口 「 庵 野 秀 明 展 」

係 へ 。 2 7 日 （ 水 ） 必 着 。 当 選 発 表 は 、

発 送 を も っ て 代 え さ せ て い た だ き ま す 。

読  者  プ  レ  ゼ  ン ト

招 待 券 1 0 人

Ｒ 新 山 口 駅 ８ 番 線 ホ ー ムに は 「 シ ン ・ ヤ マ グ チ 」と 書 か れ た 特 別 仕 様 の 駅名 表 示 看 板 が 設 置 さ れた 。
「 犯 罪 や 非 行 を 防 止 し 、  立 ち 直 り を 支 え よ う 」

７ 月 は  「 社 会 を 明 る く す る 運 動 」  強 調 月 間

　
毎 年 ７ 月 は 、  「 社 会 を

明 る く す る 運 動 〜 犯 罪 や非 行 を 防 止 し 、 立 ち 直 りを 支 え る 地 域 の チ カ ラ 」の 強 調 月 間 。 今 年 で

7 2回

目 を 迎 え た 。 山 口 県 推 進委 員 会 で は 「 犯 罪 や 非 行が 生 ま れ る の は 地 域 社 会で あ り 、 罪 を 償 い 改 善 更生 を 果 た す 場 も ま た 地 域社 会 。 一 人 一 人 が 犯 罪 や非 行 か ら 立 ち 直 ろ う と する 人 た ち の 意 欲 を 認 め 、地 域 社 会 の 中 に 受 け 入れ 、 見 守 り 、 支 え て い くこ と が 大 切 」 だ と 呼 び かけ る 。 そ し て 、 行 動 目 標に 「 犯 罪 や 非 行 を 防 止し 、 安 全 で 安 心 し て 暮 らす こ と の で き る 明 る い 地域 社 会 を 築 く 」  「 犯 罪 や非 行 を し た 人 た ち が 再 び犯 罪 や 非 行 を し な い よ うに 、 そ の 立 ち 直 り を 支 える 」 の 二 つ を 掲 げ 、  「 誰も が 気 軽 に 参 加 で き る『 地 域 と の 連 携 』  『 地 域 と協 働 し た 活 動 の 推 進 』 に取 り 組 み 、 犯 罪 や 非 行 のな い 明 る い 地 域 社 会 を 実現 さ せ る た め の 効 果 的 な活 動 を 展 開 し 、 本 運 動 に対 す る 地 域 の 人 々 の 理 解

と 参 加 を 求 め て い く 」 とし て い る 。　
初 日 の ７ 月 １ 日 に は 、

伊 藤 和 貴 山 口 市 長 に 対し 、 藤 岡 正 充 山 口 保 護 観察 所 長 か ら 内 閣 総 理 大 臣メ ッ セ ー ジ も 伝 達 さ れた 。　
県 内 の 犯 罪 情 勢 を 見 る

と 、 刑 法 犯 の 認 知 件 数は 、 ２ ０ ０ ２ 年 以 降

1 9年

連 続 で 減 少 。

2 1年 は ３ ８

７ １ 件 で 、 戦 後 最 少 （ 最多 は １ ９ ４ ８ 年 の ４ 万 ４９ ６ 件 ） だ っ た 。 と は いえ 、 犯 罪 率 （ 人 口

1 0万 人

当 た り の 刑 法 犯 認 知 件数 ） は ２ ８ ８ ・ ５ 件 で 全国 ８ 位 だ 。 犯 罪 の 内 訳は 、 万 引 き や 自 転 車 盗 など の 窃 盗 が

6 3・ ２ ％ を 占

め て お り 、 器 物 損 壊 が
1 1・ ３ ％ で 、 そ の 他 は2 5・ ５ ％ 。 そ し て 、 窃 盗

被 害 に 遭 っ た 案 件 の 無 施錠 率 は 、 自 転 車 盗 が

7 8・

６ ％ 、 住 宅 へ の 侵 入 盗 が
6 4・ ５ ％ 、 住 宅 以 外 へ の

侵 入 盗 が

4 9・ ０ ％ に 上 っ

て い る 。 ま た 、 子 ど も に対 す る 声 か け ・ つ き ま とい は ６ ７ ６ 件 （ 前 年 か ら１ １ ９ 件 増 ）  、 同 じ く 女

性 に 対 し て は ２ １ ８ 件（ 同

3 6件 増 ） と 増 加 傾

向 。 一 方 、 う そ 電 話 詐 欺の 件 数 は １ ０ ８ 件 （ 同

4 0

件 増 ） で 、 被 害 額 は ２ 億７ ０ ３ ２ 万 円 （ 同 １ ２ ７０ 万 円 減 ） だ 。

次 回 は 7 月 2 0 日 掲 載

学
　 　

ぶ

︻ フ ル ー ト ・ サ ッ ク ス ・
オ カ リ ナ 生 徒 募 集 ︼

無 料

体 験 レ ッ ス ン 有 。 楽 器 無で も Ｏ Ｋ ！ 初 心 者 歓 迎 。☎
０ ８ ３ ６ ３ ５ ８ ２ ３ ４山 口 井 筒 屋

［ ５ 階 ］ 今 週 の 催 し 案 内

︻ 催 場 ︼ ~ ８ 月 ８ 日︵ 月 ︶  :

お 中 元 大 ギ フ ト セ

ン タ ー

︻ 美 術 ギ ャ ラ リ

ー ︼ ~

1 9日  ︵ 火 ︶  :

Ａ ｔ ｓ

ｕ ｏ ｍ ｉ

 

１ ｓ ｔ デ ィ ス

カ ッ シ ョ ン

 

切 り 絵 の 現

在 展 ２ ０ ２ ２

︻ ２ 階 コ ト

サ イ ト ︼ ~ ９ 月 ４ 日
︵ 日 ︶  :

Ｅ Ｖ Ａ Ｓ Ｔ Ｏ Ｒ Ｅ

 

Ｌ Ｉ Ｍ Ｉ Ｔ Ｅ Ｄ ＠ 山 口 井筒 屋

 １ 行 記 事　 今 年 １ 月 か ら ６ 月 末 ま で の 山 口 市 の 人 身 交 通 事 故 は 、 発 生 １ ４ ６ 件 、 死 者 数 ４ 人 、 負 傷 者 数 １ ６ ４ 人 。 そ れ ぞ れ 前 年 よ り 、 １ １ 件 増 、 １ 人 増 、 １ ０ 人 増 だ っ た 。



サ ン デ ー 山 口３ 　 2 0 2 2 年 （ 令 和 ４ 年 ） ７ 月 １ ３ 日 ㈬

 １ 行 記 事　 １ 日 か ら 「 夏 の 交 通 安 全 県 民 運 動 」 が 実 施 中 。 あ す １ ４ 日 は 「 歩 行 者 保 護 や 飲 酒 運 転 根 絶 等 の 安 全 運 転 意 識 の 向 上 」 が 呼 び か け ら れ る 。 ２ ０ 日 （ 水 ） ま で 。

1 9 3 7

「 コ ー プ や ま ぐ ち  女 性 い き い き 大 賞 募 集 開 始 ！ 」

　
も っ と 住 み よ い 地 域 社 会 を め ざ し て 、

コ ミ ュ ニ テ ィ 活 動 や Ｎ Ｐ Ｏ 活 動 、 ボ ラ ンテ ィ ア 活 動 等 に い き い き と 取 り 組 ん で いる 女 性 を 中 心 と し た 団 体 を 表 彰 し 、 応 援す る 「 女 性 い き い き 大 賞 」  。　
応 募 受 付 が ス タ ー ト し て い ま す 。 自

薦 ・ 他 薦 を 問 い ま せ ん 。 あ な た の 周 りの 、 い き い き グ ル ー プ も 、 ぜ ひ ご 紹 介 くだ さ い 。　
山 口 県 内 の 女 性 を 中 心 と し た （ 代 表 者

が 男 性 で も 、 運 営 の 中 心 が 女 性 で あ れ ばＯ Ｋ ） ５ 人 以 上 の 団 体 で 、 活 動 歴 ３ 年 以上 （ 学 生 の 部 は １ 年 以 上 ） が 対 象 で す 。

昨 年 度 の 最 優 秀 賞 受 賞 団 体特 定 非 営 利 活 動 法 人 も り の こ え ん  （ 山 口 市 ）

ボ ラ ン テ  ィ  ア 活 動 等 に 頑 張  っ  て い る み な さ ん 、学 生 の み な さ ん 、  ご 応 募 お 待 ち し て い ま す

　
北 欧 諸 国 か ら 始 ま っ た 、 自 然 の 中 で の 幼 児 教 育 「 森 の よ う ち え ん 」  。 山

口 市 で 唯 一 の 通 年 型 森 の よ う ち え ん を 運 営 す る 「 も り の こ え ん 」 は 、 身近 な 自 然 の 中 で 、 子 ど も た ち が し っ か り と 遊 び こ む 経 験 を 大 切 に し た いと 考 え て 活 動 さ れ て い ま す 。 子 ど も た ち が 自 分 で 気 づ き 考 え 行 動 で き るよ う 見 守 り 、 自 然 の 中 で 過 ご す こ と で 自 然 を 大 切 に す る 心 や ふ る ま い を学 び な が ら 、 ま た 地 域 の 皆 さ ん と 共 に 地 域 の 自 然 環 境 美 化 や 保 全 活 動 を行 っ て い ま す 。

募 集 期 間７ 月 １ 日  ～  ９ 月 末 日

表 彰 内 容■ 最 優 秀 賞

：
副 賞

3 0万 円

　
■ 優 秀 賞

：
副 賞

2 0万 円

　
■ 奨 励 賞

：
副 賞

1 0万 円

■ 奨 励 賞 学 生 の 部

：
活 動 奨 励 金

1 0万 円

　
（ 発 表  ・  表 彰 は 来 年 ３  月 ）

お 問  い 合 わ  せ  ・  受 付 昨 年 度 の 応 募 団 体
組 合 員 活 動 グ ル ー プ 「 女 性 い き い き 大 賞 事 務 局 」

０ １ ２ ０ ・ ２ ７ ・ ５ ５ ２ ０

（ 月 〜 金

　
９ 時 〜

1 8時 ）

〇 く ら し づ く り 分 野

　
殺 処 分 寸 前 の 犬 猫 を 保 護 し 譲 渡 ・ 紙 人 形 劇 団 等

〇 子 育 て 分 野

　
子 ど も の 食 物 ア レ ル ギ ー に 悩 む 母 親 同 士 の 情 報 交 換 や 話

の 出 来 る 場 所 づ く り ・ 小 学 校 で の 読 み 聞 か せ 等〇 福 祉 分 野

　
障 が い 児 や 不 登 校 児 の 支 援 ・ 肢 体 不 自 由 児 を も つ 家 族 の 支

援 ・ パ ー キ ン ソ ン 病 患 者 同 士 が 気 軽 に 集 ま り 交 流 で き る 場 所 等〇 地 域 づ く り 分 野

　
人 形 浄 瑠 璃 の 魅 力 を 地 域 に 広 め る ・ 食 意 識 の 向 上 と

食 生 活 の 改 善 を 目 指 す 食 育 活 動 の 実 践 ・ 林 業 に お け る 女 性 の 自 立 を め ざす 等

第 1 6 回 受 賞 団 体 の 皆 さ ん



2 0 2 2 年 （ 令 和 ４ 年 ） ７ 月 １ ３ 日 ㈬ 　 ４サ ン デ ー 山 口サ ン デ  ー 山 口  （ 山 口 版 ）  は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。
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